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4. 今後の展望について
　２０１９年度中に東京電力管内でもサービスを始めます。県
外に在住する岩手出身者からの加入したいという声に応えてい
くためです。そして、将来的に一つのメディアになっていきたい
です。県外在住で岩手にゆかりのある方に、インターネットで
は分からない岩手感を届けたいです。加入者の方には、農家・
漁業のプロもいます。半分冗談ですが、突然、ホタテ貝の検針
票が届くのも面白いですよね。
　そういう地域資源を掘り返して、岩手の外に紹介して交流人
口を増やしていくこともやっていきたいです。いわて電力に入っ
ただけで、岩手の人を知る機会が増えるというのは間違いなく
言えると思います。それは県内在住の方にも言えます。実のとこ
ろ、隣町のことは意外と知らないものです。
　私たちは、これからの豊かさは、どういう人を知っているか？
が鍵になると考えています。電力を供給するネットワークを広
げることで、岩手県のためになっていければと思います。岩手
県に関心をもつ人や岩手県の中で地域の人を応援したいと思う
人を増やしていきたいです。それが豊かな地域をつくることに
つながっていくと思っています。

3. サービス開始から１年が経過して
　サービスを開始してみて、電力会社を選べること自体、まだま
だ知られていないことが分かりました。ただ、私たちの理念や
考え方をお話しすると、共感いただいたり、進んで加入してくだ
さったりするので、大きな手応えを感じています。
　また、いわて電力に入って初めて、子ども食堂や医療的ケア
児の課題を知ることができたという声もあります。中には、自分
で作ったお米を支援先に寄贈したいというご相談をいただい
て、加入者様と支援先が直接つながる事例も出てきました。そ
んな電話がかかってくる電力会社は、他にないと思いますし、つ
ながりが徐々に増えていくことが楽しみです。「なぜ電力会社
がこういうことをやるの？」という声もありますが、岩手電力が
目指しているのは、人と人とが支え合う地域づくりなのです。

1. 立ち上げの思い
　岩手電力株式会社（通称：いわて電力）は、２０１８年４月か
らサービスを開始した岩手県初の地域貢献型の電力会社で
す。岩手県内でガスを中心としたエネルギーを供給する北良株
式会社のグループ企業になります。
　２０１６年４月、電力の小売の自由化によって電力会社を選
べる新時代に入りました。数多くの会社が参入していますが、
そのほとんどは安さやポイント還元など経済的なメリットを全
面に打ち出しています。一方、私たちは「電気は誰もが使う公
共的なエネルギー」という特性を真ん中に据えた時、もっと地
域のために役立つ電力会社ができるはずだと考えました。
　電気はものを動かすエネルギーですが、いわて電力は人の心
を動かすエネルギーも一緒に供給したい……。エネルギーとい
う基盤を通じて、地域の人々がつながり、地域の課題を一緒に
解決していくプラットフォームを作りたい……。そんな思いか
ら、全く新しい価値観の電力会社を立ち上げました。
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2. 地域に還元できるエネルギー
　今まで、電力の将来像の一つに「エネルギーの地産地消」が
挙げられていましたが、電気は食べ物と違って貯めておくこと
が難しいので、今の技術ではすぐに実現はできません。それよ
りも、電気を使うことがそのまま地域の誰かに役立つ仕組みを
作った方がいいと思いました。
　そこで考えたのは、岩手の次世代を応援する６種類の社会
貢献プランです。加入時にプランを選んでもらって、そのサポ
ーターになっていただくものです。いわて電力は、加入者様か
らお預かりした利用料の一部を支援先に寄付し、活動に役立
てていただくほか、いわて電力としても企画に参加し、現場で
活動している点も特徴です。また、プランに関わらず、県内スポ
ーツイベントなどでのAEDの無料貸し出しも行っています。
　岩手県の面積はとても広く、アウトドアのイベントではAED
の設置がない場所も多いので、万が一の時に命を守るため、役
に立てば良いなと考えています。
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Intervie by Kikuchi Yukana (Pukar i)

代表取締役
笠井 健

　電力の自由化が解禁されましたが、自分が安くなるということよ
りも、会社の方針に共感しました。一番、僕が大きく頷いた点は、
“子ども食堂”の活動を応援できるということです。これだけ進んで
いる豊かな時代だけに、ひもじい思いをしている子どもは本当に辛
い。みんな食べているのに、自分は食べられないということを考え
たら胸が痛みます。そういう子どもたちがいる現実をみんな知るべ
きだと思いました。
　民間の企業でありながら、社会貢献活動に熱心で、契約に迷い
はありませんでした。牛舎の照明や工場などの事業用電力と家庭用
を切り替えましたが、実際の変化は特にありません。自分たちが支
払った電気代の一部が巡り巡って子どもたちに波及していってほし
い、その思いに尽きます。

　僕たちの本来の使命は“山地酪農家”を増やすことです。ここ田
野畑村が山地酪農の里になれば、自然と日本の牛乳は安全なもの
に変わっていきます。やるべき課題はたくさんありますが、いわて電
力さんも原点を忘れず、新たな電力消費の形を広げていってほしい
です。

Interview 1

安いかどうかではなく、次世代のためになるか
田野畑山地酪農牛乳株式会社
代表取締役 吉塚公雄 さん

聞き手  代表取締役 笠井 健

　以前より親会社の北良さんには、子ども食堂などの活動にご支援
をいただいていました。子ども食堂から派生した“しゃいん食堂”
は、企業さんがお金を寄付するだけでなく、何か形として一緒にで
きないかと笠井社長からご提案をいただいて生まれたプログラムで
す。企業さんと子どもたちと地域づくりの新しい仕組みについて悩
んでくださりましたが、こういう思いのある企業さんはなかなかいま
せん。
　そして新電力の会社を設立されるにあたって、収益の一部を子ど
もたちに還元するシステムを作られましたが、「これなら私たちも社
会貢献できる側に回れる！」と思い、すぐに契約しました。今、様々な
民間企業が参入していますが、付加価値の中身が大事だと考えてい
ます。他社と比較しても、納得がいく仕組みで、事務所を契約した

後、私や社員の自宅も次 と々切り替えていきました。　
　ぜひ今後も、新しい付加価値や意味合いを生むアイディアを県民
に提供していってほしいです。子どもたちやまちの未来につながっ
ていくものは、すべての人が幸せになるものだと信じています。

Interview 2

支援される側からする側へ
特定非営利法人インクルいわて
理事長 山屋理恵 さん

聞き手  菅原 綾音

聞き手  取締役 営業部長 石塚 和宏

　僕の場合は、先に家庭の電気をいわて電力さんに切り替えた後、
会社としても契約しました。まず試算方法が手軽でした。家にある
領収書の写真を送るだけで見積もりが届いて、分かりやすかったで
す。そして、特典が単純に安くなるだけでなく、社会貢献のメニュー
がそろっていて、自分たちで選べるという仕組みが新しくていいな
と思いました。
　法人契約の手続きも同様に簡単でした。今は本社工場や新しい
雫石工場、直営の飲食店で使用しています。社内で毎月の使用量を
共有して、具体的に節電に取り組むようになりました。また、岩手の
明日のために活動されている方の存在を知ることができたので、自
分自身の気づきにもなっています。　
　現状に不満はありません。強いて言うなら社会貢献活動の経過

報告を知りたいですね。メールやブログだと見る人と見ない人が出
てくるので、レポートみたいに紙で送られてくると社内でも回覧でき
て、社員みんなの意識づけになっていいと思います。僕たちは地
ビールを通じてですが、形は違えども岩手を思う仲間がいることは
心強いですね。

Interview 3

次につながる消費の選択
株式会社ベアレン醸造所
専務取締役 嶌田洋一 さん

１９７４年、北上市生まれ。岩手を愛す
るがゆえ、県内のまちの特産や景色にも
詳しい。好物は、岩手県産の日本酒、山菜、
海産物。



こども食堂応援プラン

食育や学業の支援で活動す
る、岩手県内のこども食堂の
支援に充てられます。
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野球少年応援プラン

岩手の野球少年を育てる活動
に充てられます。
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Suppor ted by
Iwate Electr ic Power

「はなまきベースボールフェスタ」開催！

　野球少年応援プランの活動として協賛したイベント
が開催されました。花巻市に縁のある、埼玉西武ライ
オンズ（当時）の菊池雄星投手、山川穂高選手、外崎
修汰選手の３選手が県内の野球少年・少女たちのため
に、午前中は楽しいトークショーから始まり、午後は子
供たちの目線に立って、楽しく分かりやすくピッチング
やバッティング、守備を教えてくれました。
　憧れの選手を身近に感じる・・・野球をする子供た
ちにとって、夢のような時間だったようです。
　また、12/9（日）には盛岡市タカヤアリーナにて、
JAいわてグループ主催「野球フォーラムin盛岡」が開
催され、こちらも当社が協賛、サポートに伺いました。

2018.12.2
Sun

花巻市
総合体育館

スポンサー契約を結ぶ岩手県山岳・スポーツクライミ
ング協会様主催の大会へAEDの無料貸出とお手伝
いで参加してきました。大会には高校生から一般ま
でたくさんの方が参加。猛暑続きで気温が心

配でしたが、薄曇りで風があり、少し涼し
く走りやすかったようです。記録にこだ
わる選手、完走することを目標とする選
手など、それぞれに大会を楽しんでいる
様子で、ゴール間近では競い合う選手
の姿もあり、とても感動的でした！

2018.07.22
Sun

滝沢市
鞍掛山

鞍掛山トレイルランニング大会2018

スポーツクライミング
応援プラン

岩手から世界を目指すスポー
ツクライミングの選手たちの
支援に充てられます。
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インクルこども食堂×しゃいん食堂

　今回は看板などに使われるブラックボードを寄贈。また、
社員が運営スタッフとして参加してきました。電気の発電の種
類や使われ方の学びからスタート。ちょっぴり緊張気味の子
供たちから、先生役のスタッフの問いかけに「火力発電！」や
「地熱！」といった声が次 と々あがり、その積極性に感心させ
られました。
　また、ミニオンの付箋を貼ったクリップモーターの製作も、
少し手伝っただけで完成でき、とても盛り上がりました。
　そしてメイン実験は、「力を合わせ自転車発電でゴハンを

炊いてみよう！」というもの。応援の声
が響く中、みんなで一生懸命こぎ
ました。ドキドキしながら炊飯
器のフタを開けたら、見事に
ピカピカのゴハンが！みんな
の力がひとつになり、美味し
く炊けました。
　子供たちの笑顔がずっとキ
ラキラ輝いている素敵な時間
でした。

2018.4.22
Sun
インクル
いわて

親子の防災マルシェ2018

　乳幼児がいる家庭の防災について学ぶためのイベ
ントが北上市さくらホールで開催されました。
　一般的な防災教室ではなかなか知ることが出来な
い、赤ちゃんや、小さいお子さんがいるお父さんお母
さん向けに実施しました。講師は、実際に子育て経験
のあるアウトドア防災ガイドの、あんどうりすさん。ア
ウトドアグッズや身近なものを活用し、災害時だけで
なく日常から役立つ知識やワザを、楽しく実演しなが
ら解説頂きました。
　屋外のブースには、最新の地震体験車両である、そ
ばっち号が登場。グループ会社である北良株式会社
の災害支援車両 いつでもお風呂に入ることが出来る
「走る露天風呂」と、電気・ガス・水が一度に提供可能
な特別車両の体験ができました。
　今後も岩手県内の防災教育や次世代のための防
災ネットワークづくりを支援していきます。

2018.9.17
Mon

北上市
さくらホール

いわての防災教育
支援プラン

岩手県内の防災教育や防災イ
ベントへの活動支援に充てら
れます。
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ご契約者の髙橋様から
こども食堂へお米の寄贈

　いわて電力を通じ、支援する方と支援を受ける方と
のステキな繋がりが生まれました。
　「こども食堂応援プラン」へご契約の北上市在住の
高橋様より、岩手県内の子ども食堂が加盟する「子ど
もの居場所ネットワークいわて」へ、ご自身が収穫し
た新米を寄贈して下さるというご連絡をいただきまし
た。そこで、事務局であるインクルいわてさん主催のイ
ベント「こども食堂×しゃいん食堂」にて寄贈式を行
いました。
　高橋様はいわて電力のご契約者様で、兼業農家。
そして「子どもの居場所ネットワークいわて」は、いわ
て電力の社会貢献プランの支援先。ご契約を機に、
当社の社会貢献活動を通じて子ども食堂の存在を知
り、「電気代が安くなった分、自分が作ったお米で子
ども食堂を応援したい」とのお申し出があり、この寄
贈が実現しました。
　ご契約者様が社会貢献活動への興味を持ち、実際
に支援したり関わり始めるきっかけになることは、いわ
て電力が目指している社会貢献プラットフォームとし
ての理想的なかたちです。とても嬉しい事例でした。

2018.10.28
Sun
子どもの居場所
ネットワークいわて

「ナナツノツキノ」
長谷川さんから
こども食堂へお米の寄贈
　岩手県北上市和賀町でお米を作っている
農家「ナナツノツキノ」の長谷川さんは、
2003年よりお米の販売を開始しました。ブ
ランド名になっている「ナナツノツキノ」は、
種蒔きをしてお米ができるまでの7ヶ月のこ
と。お米が種からまた穂が実るまで、見守り
ながら、その時々のお世話をして過ごしてい
る日々を表現しています。
　長谷川さんが作ったお米がこれから、岩
手県内のこども食堂へ届けられます。
　詳しくはまた来年のレポートでお知らせ
いたします。

2019.8.5
Mon

北上市

ボルダリング大会
「サマーセッション」
　この若い力の中から、将来のオリンピック選
手が誕生することを期待せずにはいられませ
ん！ いわて電力では、今後もクライミング応援
プランにご契約の皆さまと共に岩手県内のク
ライミングスポーツ選手を応援していきます！

2018.8.26
Sun
岩手県営
運動公園
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多様なマスクの選択方法、
人工呼吸器の機種や設定の選び方

　子供に負担の少ない人工呼吸療法で世界的に有名な北
海道の八雲病院から、石川悠加先生、竹内伸太郎先生、
三浦利彦先生をお招きして、子どもの顔の形や動き、食
事、運動、睡眠など生活の場面に合わせた、多様なマスク
の選択方法から、人工呼吸器の機種や設定の選び方を学
びました。
　咳の介助や機器の設定方法など実践を交えながら、い
かに子どものQOL（クオリティオブライフ）を高めつつ看
護しやすい状況を作るかなど、非常に濃い内容のセミナー
となりました。
　参加者からは、「気管切開をしなくても、ここまででき
るの？」「口から食事ができたり声が出せたりすることが、
子供の生活向上に大きく役立つのを実感した。」「患者さ
んに合わせて様々な機種やデバイスを選ぶことがQOL向
上につながるのですね。」など、セミナーをきっかけに、子
供や家族の生活が大きく向上できることを感じてもらえた
ようです。
　八雲病院の筋ジストロフィーの子供たちは、自力で呼吸
ができなくとも、人工呼吸器を上手く使いこなし、電動車
いすで走り回り、ゲーム、英会話、アー
ト製作など、自分らしい生き方を試
行錯誤しながら続けています。
　私達が学べば、地域はよりよくな
る。そんな活動をこれからも続けて
いきたいと思います。

2018.10.14
Sun 第３回
いわて小児在宅
医療セミナー

AED無料レンタル

お祭りや子ども会など、岩手県内
のさまざまなイベントにAEDを無
料貸出する取り組みです。ぜひお
気軽にお問い合わせください。
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釜石よいさ

　AED無料レンタルをご利用いただいた実行委員の
鳩岡さんより、メールを頂戴しましたのでご紹介いた
します。
　「今年も救護班は地元の医師・看護師・薬剤師に
支えていただき、そして、いわて電力様よりAEDを無
償でお借りすることができ、無事に大きな混乱なく終
えることができました。また、介護班は東京からのボ
ランティアの方々や地元の介護福祉士・福祉用具専
門相談員の活躍について、より多くの方に、快適に観
覧していただけたのではないかと思っております。」
　安全安心にお祭りを開催するにあたり、お役に立
てたこと嬉しく思いま
す。そして、とっても素
敵な写真も一緒に送っ
ていただきありがとうご
ざいました。（表紙の
写真にも使わせて頂き
ました！）

2018.8.4
Sat

釡石市

医療的ケア児支援プラン

岩手県内の支援学校や医療的
なケアを必要とする子供たち
の支援に充てられます。
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小児の人工呼吸を学ぶ

　神奈川県立こども医療センターの松井晃先生をお
招きし、第２回いわて小児在宅医療セミナー「小児の
人工呼吸を学ぶ」が盛岡市のアイーナにて開催され
ました。
　医療的なケアが必要な子供達と、その家族が暮ら
しやすい地域を作るため、ご家族、医療従事者、学
校、自治体や地域の関係者が、他地域の先進事例や
専門的な知識、社会的な課題を職域を超えて学ぶ場
となりました。今まで、医療的ケアが必要な子供達の
存在すら知らなかった、興味を持つこともなかった
人たちが、いわて電力を通じて少しずつ変化しつつあ
ります。
　地域を良くするには、良き人を育てること。これか
らの社会は、地域全体を巻き込んで、支援する側と
、される側の関係を広げていくことが大切だと考えて
います。そのために、今後も地域の人材を育てる活動
を続けていきたいと思います。

2018.10.6
Sat 第２回
いわて小児在宅
医療セミナー

子ども病棟で
式町水晶さんコンサート開催

　みちのく療育園、岩手医科大学附属病院小児科病
棟、もりおかこども病院、一関清明支援学校の計４か
所にて、脳性麻痺を克服しながら演奏を続けるバイオ
リン奏者・式町水晶（しきまちみずき）さんのコンサー
トを実施させていただきました。
　陸前高田市の津波で流された流木で作られたバイ
オリンは、水晶さんによって繊細で優しく、時にはダイ
ナミックで迫力のある、心と体に響く音色を奏でます。
そして、どの場所でもユーモアのあるトーク。オリジナ
ル曲の他にも、ジブリやディズニーの曲、バイオリン人
生で初めて練習したアンパンマン、荒城の月や愛燦燦
など、機転をきかせた選曲で年代をこえ、聴く人観る
人を楽しませてくれました。

2018.11.2-3
Fri-Sat

盛岡市・一関市

　そのバイタリティにより、病気や障がいのある子ど
も達を笑顔にし、更にはご家族や施設・病院のスタッ
フの方々にも勇気を与えました。
　「座って演奏するのはしんどいわけではなく、子ど
もや車椅子の方に目線を合わせるためなんですよ」
と、優しく笑った顔がとても印象的でした。
　今回の演奏は、各施設や医師の方々、NPO法人ぽ
けっとの会の皆様にご理解ご協力をいただいたことに
より実現しました。皆さまへ心より感謝申し上げます。
　式町水晶さんは、脳性麻痺だけでなく、心臓や腎
臓などに30もの病気を抱えな
がら、ご自身の努力とご家族や
周りの支えによってプロの奏者
となり、全国各地のコンサート
活動と楽曲制作に取り組んでい
ます。

RUN伴（ランとも）いわて2018
　岩手県内を力強い走りでタスキを繋いだRUN伴
（ランとも）いわてのイベントへAEDの無料貸出を行
いました。
　RUN伴（ランとも）の「伴」は伴走の「伴」。認知症
の人もそうでない人も一緒にオレンジのTシャツを着て
タスキをつなぎ、日本全国を縦断するイベントです。
　一部区間いわて電力のフラッグを背負って走って
くださいました。参加された皆さまへお疲れ様の拍
手を送りたいと思います。

2018.8.25
Sat
岩手県内

盛岡ルート

豆
ちしき

「東北電力」といっても、料金を計算している小売部門と、
電線・電柱を管理している送配電部門は分かれているよ！

東北電力 送配電部門
いわて電力をお使いのお客様宅
も電線・電柱・家の外についてい
る電力メーターは、以前同様、東
北電力の「送配電部門」が管理
をしています。

いわて電力
電気の使用量を計るメーターを
管理している東北電力「送配電
部門」より、お客様の電気使用量
が随時データで共有されます。

ご契約者様
私たちいわて電力は、その共有さ
れてくるデータを元に、弊社の単
価でお客様の電気代を計算し、
ご請求金額を決めています。

電気料金の検針と
ご請求までの流れ

来年度のレポートで
ご報告いたします！

サッカー少年応援プラン

岩手のサッカー少年を育てる
活動に充てられます。

Suppor t
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